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は じ め に

本研 究 は 、 イ ン ド ・ベ ンガ ル地方 の 「バ ウル 」 と よば れ る宗 教 的芸 能 集 団 の民族 誌 で あ

る。本 研 究 は、 本 誌 に数 回 に わた っ て連載 され る予 定 で あ る。
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1.序 論

1-1.研 究 の 目的
1)

詩 人 タゴー ル(RabindranathTagore1861-1941)が 、20世 紀初 頭 にバ ウ ルの歌 の豊潤

さ を紹 介 して以 来 、 それ まで 「奇 妙 な集 団 の風 が わ りな歌 」 とみ な され て い たバ ウ ルの歌
z)

が再評価 され るようになった。 タゴールの影響 に より、その後ベ ンガル人学者に よって
3)

膨大 な数のバ ウルの歌 が採 集 され、 なか には注釈 つ きの歌 集 として出版 された。 また、

ベ ンガル文学、 イ ンド宗教 史、 イン ド音楽な どの専 門家がバ ウルの歌やバ ウルの宗教、あ
4)

るい はバ ウルの音楽につ いて論 じて きた。 もちろん これ らの研 究は、バ ウルについての

われわれの理解 におおいに貢献 したのであるが、そこには 「人間 としてのバ ウル」 を専門

的 に紹介 しようとした民族誌 的文献 は、事実上、皆無であ る。本研究の第1の 目的は、 こ

の学 問的空白をみたす ことにある。

イ ン ドの社会 をもっとも顕著 に特徴づけているのはカース トである。 カース トというと、

日本ではイ ン ド古 来の四種 姓、すなわちバ ラモ ン(司 祭 階級)、 クシャ トリヤ(王 侯 ・戦

士 階級)、 ヴァイシャ 儂 牧商など庶民階級)、 シュー ドラ(隷 属民)の 意味 に理解 される
5)

こ と が 多 い 。 イ ン ドで は こ の 種 姓 を 「ヴ ァ ル ナ 」(本 来 「色 」 の 意)と よ ん で い る 。 し か

し 、 イ ン ド に お い て 日 常 生 活 に 直 接 か か わ り を も つ 組 織 は 、 ヴ ァ ル ナ で は な く 、 「ジ ャ ー

テ ィ 」(「 生 ま れ(を 同 じ く す る 者 の 集 団)」)で あ る 。 こ の ジ ャ ー テ ィ を 、16世 紀 中 頃 に イ

ン ドに 来 た ポ ル トガ ル 人 が 、 自 国 語 で 「家 柄 」 「血 統 」 を 意 味 す る 「カ ス タ 」(casta)と

1)近 代 ベ ン ガ ル最 大 の 文 学 者 、 思 想 家 、 教 育 者 。 コル カ タ(カ ル カ ッ タ)生 まれ 。 家 はベ ンガ ル地 方 の

名 家 で 、 父 デ ヴ ェ ン ドラナ ー ト(DevendranathTagore1817-1905)は イ ン ド近 代 宗 教 運 動 に重 要

な役 割 りを果 た した宗 教 思想 家 。 恵 まれ た環 境 の な か で イ ン ド古 典 を学 び 、 イ ギ リス 留 学 な どを通 じ

て西 欧 ロマ ン派 文 学 に親 しん だ 。1890年 か ら約10年 間 、 父 に 農村 の 土 地 管 理 を まか され 、 ベ ンガ ルの

農 村 文 化 に ふ れ る機 会 を もつ 。 この と きの 体 験 か ら1901年 、 父 の 宗 教 実 践 の 地 シ ャ ンテ ィニ ケ ー タ ン

に実 験 的 な 寄 宿 学 校 を設 立 し、 こ こ を拠 点 に 自然 の な か で の全 人 教 育 と農民 の精 神 的 ・経 済 的 自立 を

目ざ す 農 村 改 革 運 動 をす す め た 。1910年 詩 集 『ギ ー ター ン ジ ャ リ』(「歌 の 捧 げ もの 」 の 意)を 刊 行 、

12年 こ れ を英 訳 して イギ リス で発 表 、 絶 賛 を う け翌13年 、 東 洋 人 と して初 め て ノ ー ベ ル 文 学 賞 を受 賞

した 。 タゴ ー ル は ノー ベ ル文 学 賞 の 賞 金 を学校 運 営 に あて 、 同校 は19ユ8年 、 東 洋 と西 洋 との 相 互 理 解

の 促 進 をめ ざす ヴ ィ シ ュ ヴ ァ ・バ ー ラ テ ィ大 学 へ と発展 、 イ ン ド独 立 後 の51年 に は 国立 大 学 と なっ た。

2)バ ウ ル を紹 介 した タゴ ー ル の著 作 に つ い て は 、[Thakur1905,Tagorel922 ,1931]を 参 照 。 また 、19

世 紀 後 半 の ベ ン ガ ル 社 会 お け る バ ウ ル に 関 す る 記 述 に つ い て は 、[Dattol870-71:168]

[Bhattacarya,J.N1995(1896):381-382]を 参 照 。

3)バ ウ ル の歌 の 代 表 的 な歌 集 につ い て は 、[Mansur-Uddin1942][Bhattacarya ,U.1958,1981][Das

andMahapatra1958を 参 照 。 ま た、 英 訳 歌 集 に つ い て は、[Bhattacharya,D.1969]を 参照 。

4)た と え ば、[Sen1931,1949,1956,1961][Dasgupta1969][Dimock1959 ,1966][Mahapatra1972]

CCapwell1974,1986[Salomon1979][Karim1980][Chakravarti19$OCMcDaniel1989]CRay

1994]を 参 照 。 ま た、 日本 人研 究者 に よ る文 献 につ い て は、[小 西1974][大 西1984a ,1984b,1984c,

1984d,1984e]を 参 照 。

5)シ ュ ー ドラ の さ らに下 に は 、4ヴ ァ ル ナ の枠 外 に お か れ た不 可 触 民 が 存 在 した 。彼 ら は、4ヴ ァル ナ

に属 す る一般 住 民 にCれ を 与 え る存 在 とみ な さ れ 、 「触 れ て は な らな い」 人 間 と して 社 会 生 活 の す べ

て の 面 で 差 別 さ れ て き た 。 不 可 触 民 は 、 ベ ン ガ ル 語 で 「オ ス プ リ ッ シ ョ」、 ヒ ン デ ィ ー 語 で 「ア

チ ュ ー ト」、 英 語 で 「ア ン タ ッチ ャ ブ ル 」 な ど と よ ば れ た 。 ま た カ ー ス ト差 別 撤 廃 を 目指 した ガ ン

デ ィー は、 彼 ら に 「神 の子 」 を意 味 す る 「ハ リ ジ ャ ン」 とい う呼 称 を与 え た 。 今 日で は 「不 可 触 民 」

を意 味 す る差 別用 語 は使 用 され ず 、 公 式 に は 「指 定 カー ス ト」(scheduledcaste)と 称 さ れ る。
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い う語 で よんだ。 その ことが起源 にな り、英語 に派生 して 「カース ト」(caste)と い う語

が生 まれた。

ヴァルナとジャーテ ィには共通 した性格(内 婚、世襲 的な職業 との結合、浄 ・不浄観 に

もとつ く上下関係)が 認め られる。 しか しヴァルナが社会の大枠 を示 した ものであるの に

対 し、ジャーティは地域社会の 日常生活 において独 自の機能 を果た している集団(床 屋の

ジャーテ ィ、洗濯屋 の ジャーテ ィ、鍛 冶屋の ジャーテ ィな ど)で あ り、その数 はイ ン ド全

土 で2000以 上 にもお よぶ。不可触民の ジャーテ ィを除 くと、すべ てのジャーティが四つの

ヴ ァルナのいず れか に属 す る。 この よ うな ヴ ァルナの枠組 み と、そ の内外 に存在 す る

ジャーテ ィ集団を含 む制度全体 をカース ト制度 という。

イ ン ド社 会 の近 代化 とともに、 カース ト制度 は緩 んで きた とはい え、 いまだ に ヒン

ドゥー教徒 の職業 や結婚、食事 などの行動 をきび しく規制 してい る。 ところが、世俗 のヒ

ンドゥー教徒 の生活 と密接 にかかわ りなが ら、「世捨て人」(現 世放棄者)が 、イ ンドの社

会的景観の不可欠の部分 として、何千年 も存在 しつづ けている とい う事実 は意外 とみす ご

されて きた。

イン ドとい う複合社会の構造全体 の維持 にはたす 「世捨て人」の役割 の重要性 に注 目し

たの は、 おそ らくデ ュモ ンが最初 であろ う。彼は、「ヒ ン ドゥー教 の秘密 を解 く鍵 は、世

捨て人 と世俗内人間 との対話のなかに発見 されるだろう」 と洞察 し[Dumont1960:37-38,

1998:270]、 カース ト制度 と世捨ての制度 とのあいだには、社会全体 の均衡 をた もとうと

する弁証法的関係が成立 している と仮定 し、「カース ト制度 とい うものが、それ に矛盾す

る世捨て とは別個 に存在 し、 また持続で きたか どうか疑 ってみるが よい」 と主張 してい る

[Dumont1970:1860

古代 イン ドでは、「ダルマ」(宗 教 的義務)を 遵守す ること、「アル タ」(実 利)を 追求す

ること、 「カーマ」(愛 、 とりわけ男女 間の性愛)を 充足す るこ とが人生の三大 目的 とされ、

この三つ を充足 しつつ家庭 をい となみ、子孫 をのこす のが ひとつの理想 とされた。 また一一

方では、 と くにウパ ニシ ャッ ド思想以 降、世俗の世界 を放棄 し、乞食遊行(こ つ じきゆ

ぎょう)し つつ苦行や冥想 によって輪廻か ら脱却す ること、すなわち 「モクシャ」(解 脱)

を達成す るこ とが宗教の最高 目標 とされた。

中世 以降、神へ の絶対的 な帰依 を内容 とす る 「バ クティ」(信 愛)の 思想が展開 し、 ヒ
6)

ン ドゥー教は大 き く変化 した。 しか し現代 において も、 カース ト社 会 に生 きる世俗 の人

6)バ クティの概念を前面に打ち出したのは 『バガヴァッド・ギー ター』が最初であるが、ここにようや

く、ヴェーダ以来の正統的宗教が一般民衆に開かれたものとなり、ヒンドゥー教が急速に展開する基

盤が形成された。 ヴェーダの祭式は、王侯や司祭階級バラモ ンの独占するところであ り、 ウパニ

シャッドに説かれる 「梵我一如 」の思想は、知的エリー トにのみ可能であった。 しかしバクティの概

念により、女性や低カース トの男性 も救済可能となったのである。その後、人間の努力の価値を否定

し、ただひたす ら神に身をゆだねることこそが、バクティにほかならないとする考えが しだいつよく

な り、中世インドのいわゆるバクティ運動を濃厚に彩 ることになった[宮 元1992:544-545]。
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び とに とって、世捨 て人 は相反す る生活様式 を採用 した人であるが、「究極 の理想 を追求

する人」 として存在 しているのである。そ して世俗の人び とは、世捨て人 に食べ物や金 な

どを施与 し、彼 らの生存 を保証 しているのである。それ は世俗 の人 び とに とっての 「ス

ヴァ ・ダルマ」(本 分)と されてい るのである。

本研 究の第2の 目的は、ベ ンガルのバウルの民族誌 的記述 と分析 を通 じて、カース ト制

度 と表裏一体の関係 にある 「世捨 て」 を考察 し、現代 イ ン ド文明の構造的理解 に寄与す る

ことである。
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1-2.研 究 対 象 の概 略

バ ウル のベ ンガル社 会 にあ た え てい る イ メー ジは、 わ ざ と社 会 の規 範 か らはず れ よ う と

す る狂 人 の イ メー ジで あ る。 バ ウ ル はカ ース トや カー ス ト制 度 をい っ さい み とめ ない。 ま

たバ ウル は偶像 崇 拝 や寺 院礼 拝 を い っ さい行 わ ない。彼 らの 自由奔放 で 神秘 主 義 的 な思 想

は、 世 間 の常 識 や社 会 通念 か らはず れ る こ とが あ り、 人 び とか らは常 軌 を逸 した集 団 とみ

な され る こ とが おお い の であ る。実 際 に 、ベ ンガ ル語 の 「バ ウル」 とい う語 は、 もと も と

「狂気 」 とい う意味 で あ る。 そ して そ の語 源 は、 サ ンス ク リ ッ ト語 の"vatula"(affected

bywind-disease;mad,crazy)、 あ るい は"vyakula"(intentlyengagedinoroccupied

with;impatientlyeager;confused,disordered)に 由 来す る よ うであ る[Chatterji1986:

342,423,5130

バ ウル の 歴 史 が ど こ まで さか の ぼ れ るか は不 明 で あ る。 しか し、 中 世 の ベ ンガル 語 の

文 献 で は、 バ ウル とい う語 は 、 牛飼 い女 の ゴ ピー が ク リ シ ュナ に 恋 を した よ う に、 「(神

に恋 を して)狂 気 に な った 人」 とい う意 味 でつ か わ れ は じめ てい る。 た と えば、16世 紀 のの
ベ ンガルの熱狂的な宗教運動の指導者 チ ョイ トンノ(チ ャイタニヤCaitanyal485-1533)

の伝記 には、 「我、 ク リシュナのはて しなき甘露 の海 にさまよい、狂気(バ ウル)と なれ

り」 といった ような文脈で しば しばでて くる[SenandMukhopaddhayel986:325]。 し

か しバ ウル という語が、その ころに狂 人の ような宗教的態度の 「個人」 をさ していた の

か、あ るいは 「宗派」 としての意味 をもちは じめていたのか どうか は、 まった くあ きら

かでない。

現代のベ ンガルで は、バ ウル とい う語にはまだ、「狂気」 とい うふかい意味が ひそんで

いるが、その語は もっぱ ら 「バ ウルの歌 と音楽 を伝承す る一群 の人 びと」、 あるい は 「バ

ウルの歌 と宗教 を伝 承す る一群 の人 び と」 をさす 、 とい って さしつか えない。 しか し、

その 「一群の人び と」が、いったい何 人いるのか あ きらかでない。 イ ン ド政府が10年 に

一度行 う国勢調査の数字 にあ らわれて こないほ ど、バ ウル は少数である。それ にもかか

わらず、バ ウルはベ ンガル社会で、はっき りと目立つ存在なのである。

バ ウルがベ ンガル社会で 目立つのは、彼 らのライフス タイルが、一般のベ ンガル人のそ

れ とは根本的 に異 なっているか らである。そのちがいは、「生活費の稼 ぎ方」である。

バ ウルは、世俗 的な意 味で非生産的で ある。彼 らは農業労働や工業生産、手工芸作業、

商業活動 などに、いっさい従事 していない。バ ウルは、一般のベ ンガル人 に経済的に依存

し 「マ ドゥコリ」 を して生活費を稼いでいるのである。ベ ンガル語の辞書 は、 「マ ドゥコ

リ」 とい う語 を、「蜂が花か ら花へ と蜜を集めるように、一軒一軒物 ごい をして歩 くこと」

7)ベ ンガルのヴィシュヌ派(チ ョイ トンノ派)の 開祖。真のヴィシュヌ教徒は、ひたす ら神にすがるべ

きであるとし、カース トの区別なく入信 を許 した。弟子 とともに賛歌(キ ールタン)を 合唱し、太鼓

やシンバルにあわせて歌い踊る詠歌行進を行い、クリシュナとラダーを崇拝する熱狂的な宗教運動を

指導 した。晩年にはます ます神へのバクティ(信 愛)を つよめ、ほとんど狂人のようになった。
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g}

と説明 してい る。 すなわち、ベ ンガルのバ ウル とは、「みずか らバ ウル と名 の り、バ ウル

の衣装 を身にまとい、人家の門口でバ ウルの歌 をうたった り、あるいは神 の御名 を唱えた

りして、米やお金 をもらって歩 く人たち」 のことである。バ ウルは、世捨 て人のようなゲ

ル ァ色(黄 土色)ま たは白色の衣装 を着 て、「門づけ」や 「た く鉢」 をして生活費を稼い
9)

でいるのである。

マ ドゥコリの生活 は、バウルが選択 した ライフス タイルである。彼 らは、世捨 て人の よ

うなライフス タイルを採用 し、バ ウルになったのであ る。 しか し厳密にい うと、 わた しの

面接 したすべてのバウルが、完全 に世俗の生活 を放棄 していた とはいいがたい。 また、す

べ てのバ ウルが世捨 て人 としての 自覚 をもっていた とも思 えない。それ に もかかわ らず、

マ ドゥコリの生活は、すべ てのバ ウルに共通のライフス タイルであ り、 その ことが彼 らを

ほかのベ ンガル人か ら区別 しているの である。 したがって、すべてのバ ウルをベ ンガル社

会のひとつの 「構造 的分節 の構成員」 とみなし、彼 ら全 員を研究対象 とす ることは、バウ

ルの文化人類学的研究 として有効であ る。

イ ン ド・パキス タンの分離独立以降のベ ンガル社 会の急激な変化 は、バ ウルの性格 を複

雑 な ものに している。ベ ンガル社会の近代化に呼応 するように、一部 のバ ウルはマ ドゥコ

リの生活 をやめ、 「プロの音楽家」 と しての道 を歩 みは じめたのであ る。彼 らは音楽チー

ムを組織 し、バ ウルの歌 を音楽会で しか演奏 しな くなった。 また、音楽教室を開設 し、ア

マチ ュアの音楽愛好家にバ ウルの歌や音楽 を教 えるようになった。彼 らは、契約による出

演料 や授業料 に よって生活費 を稼 ぐようになったのであ る。マ ドゥコリをしない彼 らは、

もはやバウルではないのか も知れ ない。 しか し彼 らは、みずか ら 「バ ウル」 と名の り、他

者か らも 「成功 したバ ウル」 とみな されているのである。 この ような新 しいタイプのバ ウ

ルの出現 は、ベ ンガルのバ ウルを動態 的に考察する うえで重要である。 したがって、プロ

の音楽家の道を歩みは じめた一部のバ ウルを研 究対象か ら除外 しない。

1-3.研 究方法

1983年5月 、 わた しはベ ンガルのバ ウルの文化人類学 的研究の予備調査 をは じめようと

していた。当時、わた しのベ ンガル語会話能力はまだ不十分だったので、ベ ンガル語 によ

る質問を20項 目ほど準備 した。それ らの質問は、バ ウル とわた しが互 いに誤解 しない よう

に、単純 な構 文の ものに した。た とえば、「あなたの名前 は何 ですか?」 、「あなたは どこ

に住 んでいますか?」 、 「あなたのお父 さんはバ ウルですか?」 、「あなたの兄弟 はバ ウルで

8)Madhukari:actofbeggingfromdoortodoorlikethebeegatheringhoneyfromflowertoflower .

(SamsadBengali-EnglishDictionary.FifthEdition,19$7.)

9)手 元 の 国 語 辞 典(『 新 明解 国語 辞 典 』 第5版 、1997)は 、 「門づ け」 を 「人 の 家 の 門 口 で歌 を うた うな

りの 芸 を し、 お 金 や 食 べ 物 を も ら って 歩 くこ と」 と、 また 「た く鉢 」 を 「僧 尼 が 修 業 の た め鉢 を もっ

て経 文 を 唱 え な が ら人 家 を回 り、 米 ・お 金 を も らっ て歩 くこ と」 と説 明 して い る。
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すか?」 、「あなたのお父 さんのお父 さんはバ ウルですか?」 、「あなたのお父 さんの兄弟は

バ ウルですか?」 、 「あなたのお母 さんはバウルですか?」 、 「あなたのお母 さんのお父 さん

はバウルですか?」 、「あなたのお母 さんの兄弟 はバ ウルですか?」 などである。 この よう

な、本人 との関係 を示す親族名称 を使用 し、ほ とん ど 「はい/い いえ」 で答 えられるよう

な簡単な質問ではあ ったが、イ ンタビューのテープをおこ し、資料 を整理 している うちに、

その後の研 究の方向 を決定するような重大な結果が得 られた ことに気づ いた。

予備調査の結果 は、つ ぎの2点 に要約で きる。(1)すべ てのバ ウルがバ ウルの家庭 に生 ま

れたわけではない。(2>バ ウルの家庭 に生 まれ たすべ ての人がバ ウルになるわけではない。

つ ま り、ベ ンガル社会 の 「一群の人 び と」 が、マ ドゥコリの生活 を採用 し、 「バ ウルに

なった」 のである。 これは彼 らが選択 したライフスタイルであ る。バ ウルになるか、 な ら

ないかは、本人の意思が大事 なのである。予備調査の結果 は、イ ン ドの カース ト社会 を勉

強 して きたわた しに とって新鮮 なお どろ きであった。そ して、バウルの文化人類学 的研究

を、彼 らのライフヒス トリーか ら接近する とい う方 向に導 いたのである。

バ ウルの文化 人類学 的研 究 を、 ライフ ヒス トリーか らア プローチす る とい う方法 は、

もっとも有効 な研 究方法だ と思われる。なぜ な ら、バ ウルのライフヒス トリーは、入び と

の行動 を規制す るカース ト制度がいまだに根 強いベ ンガル社 会の、 「だれが」 「なぜ」 「い

つ」「どの ように」マ ドゥコリの生活 を採用 し、「バウルになったか」 を、語ってい るはず

だか らで ある。 また、ライフヒス トリーの個 々のケースは、バ ウルになった動機や要因の

幅ひろさだけでな く、彼 らがバ ウルになってか らの適応戦略の多様性 も反映 しているはず

である。 さらに、バ ウルのライフヒス トリーは、彼 らが 自分の人生 をどのように意味づけ

ているか をも、語 っているはずである。

バウルの研究 をライフヒス トリーか ら接近す るとい う研究方法の重要性 にもかかわ らず、

この種の資料収集は しばしば困難を ともない、 また時間のかか るものだった。正直にい っ

て、わた しは詳細 なライフヒス トリーを期待 したほ ど収集で きなかった。 また、わた しが

記録 したライフヒス トリーのおお くは、個 々のバ ウルが語った断片 をつ なぎあわせた短い

物語 にす ぎない。彼 らが人生 について広範囲 に語 りだす まで、 しば しば数 ヵ月 を要 した。

そ して、わた しとかな り親密 になってい たに もかか わ らず、 自分の人生 を語 るこ とには

いっさい応 じないバ ウル も、何人かいた。

インタビューを依頼する とき、 わた しは 自分が何者で、何 をしたい とお もっているかを、

正確 につたえるように努力 した。わたしは、彼 らのライフヒス トリー を聞 きだす前 に、わ

た し自身を彼 らに語ったのである。彼 らは、 わた しの語 りにつ よい興味 をしめ した。 しか

し、彼 らはしば しば、なぜわた しが他人の人生 につ いて興味を もつ のか と、逆 に質問 した。

そ して、その ような他人の過去 についての知識 は、 わた し自身の人生 にまった く役 にたた

ないばか りか、む しろ害 になる と警告 した。 それで もわた しは、16世 紀のベ ンガルの宗教
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運動の指導者チ ョイ トンノを話題に し、チ ョイ トンノの伝 記には彼の人生に関す る物語が

た くさんあるではないか、そ してそれ らの物語 を読んだ り聞いた りすることは、チ ョイ ト

ンノの思想 をふか く理解 したい とお もってい る人 にはたいへ ん刺激的で有益 ではないか と、

ひるまずに反論 した。 これは、彼 ら自身に人生 を語る気 にさせ る効果的なテクニ ック とし

て、 ときには有効 であったが、いつ も成功 したわけではない。

バ ウルが 自分 の人生 を語 るの に消極的だ った主要な理 由は、彼 らがマ ドゥコリとい う

「世捨て人の生活様式」 を採用 しているこ とによるだろ う。 「ベ ック」 とい う 「世捨て人

の身分へ の通過儀礼」 を通 じて、 ひと りの人間は、以前の社会 的な属性 を失い、世 を捨て

たバ ウル として生 まれかわったのである。実際、 この通過儀礼 をうけたバ ウルは、彼 らの

以前の社会的な地位や身分 をわすれる ように と、 グル(導 師)か ら指導 されているのであ

る。そ してこの通過儀礼 をまだ経験 していないバ ウルにとっても、 自分の人生についてお

お くを語 らないことが、彼 ら自身の適応戦略 となっているようである。

バ ウルが 自分 自身のことを語 るのに消極 的だ った もうひ とつの理 由は、バ ウルの宗教の

秘密主義的側面 と関連があるだろう。
ユ　　

バ ウルの宗教 は、 タン トリズムの流 れ を汲 むサハ ジーヤ派 の思想や ヨー ガの修行法 、

イス ラム神秘主義な ど、い くつ もの宗教的伝統の影響 をうけている。 しか しバ ウルの宗教

の核心 的な部分は、「サ ドナ」 とよばれる宗教儀礼 の実践 にあ る。そ して、 この実践的 な

サ ドナのすべては、「人間の肉体 は真理の容器」 とい う信仰 にもとつ いている。バ ウルは

この信仰のこ とを 「デポ ・トッ ト」 とよんでいる。

この信仰 を もうす こし整理する と、ふたつの原理 に分解 で きる。(1)人間の肉体 は、宇宙

にあるひとつの 「もの」であ るだけでな く、宇宙の 「縮図」 であ る。(2)人間の肉体 は、神

の 「すみか(住 処)」 であるばか りでな く、神 を実感するための唯一の 「媒介物」である。

つ ま りバ ウルは、人間の肉体 を小宇宙 とみな し、みずか らの肉体 に宿 る神 と合一す るため

に、みずか らの肉体 を駆使 してサ ドナを実践す るのである。 このサ ドナには、 ヨーガの呼

吸 法や座法 を通 じて行 われ る性 的儀 礼や、字宙 を構成 す る五粗 大元素(す なわ ち 「地」

「水」「火」「風」「空」)を 、人間の器官や分泌物 にた とえて行われる儀礼 な どをともなう。

そ して、サ ドナに関す ることが らは、 もっぱらグルか ら弟子へ、 こっそ りと伝 えられるの

である。

いずれの理 由にせ よ、ふだんは多弁 なバ ウルで も、話題が彼 らの人生や宗教生活にお よ

ぶ と、 とたんに寡黙 になるのである。 ライフヒス トリーの聞 き手であるわた しは、ライ フ

ヒス トリーを聞 く前 に、語 り手 との絶え間のない、 しか も長期 にわたる親密な関係 をきず

きあげる必要があった。 この ように、バ ウルは研究対象 として手 ごわい相手であったけれ

10)サ ハ ジ ー ヤ 派 の 思 想 お よ び そ の 歴 史 的 展 開 に つ い て は 、 ボ ー ス[Bosel986]、 ダ ス グ ー プ タ

[Dasguptal969]、 デ ィモ ッ ク[Dimockl966]を 参 照 。
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ども、 わた しは数編 のか な り詳細 な ライフヒス トリー と数十編 の伝記風 のスケ ッチ を、な
il)

ん とか採集す る ことがで きた。 しか し、個 々のバ ウルの人生の ドラマの 「舞 台裏」 まで

はい りこむのは、けっ して容易 なことで はなか った。

テー プレコー ダー を利用 したイ ンタビューに応 じて くれたのは66名 で ある。 この うち、

男性 の 「バウル」は59名 、女性の 「バ ウリニ」は5名 である。 これ に加 えて、以前バ ウル

だったが現在 はそ うでない 「元バ ウル」が1名 、そ してバ ウルのグルに入 門 し、サ ドナの

実践 に努力す る 「在家の信者」が1名 存在す る。イ ンタビューのテープ起 しは、わた しの

ベ ンガル滞在 中にすべ て行 った。

1-4.フ ィール ドワー ク

本研 究 の 資料 は、1983年 以 来 、 断続 的 に10回 にわ た って滞 在 したイ ン ド ・西 ベ ン ガル州

にお け る文化 人 類 学 的 な調査 に よ る。 滞 在期 間 は合 計 約34ヵ 月で 、 そ れぞ れ の調 査期 間 は、

①1983年5月 か ら8月 まで、 ②1985年5月 か ら8月 まで、③1987年6月 か ら1989年1月 ま

で 、④1992年2月 か ら3月 まで、 ⑤1998年7月 か ら9月 まで、 ⑥1998年12月 か ら1999年

年1月 まで 、⑦1999年7月 か ら9月 まで 、⑧2002年8月 か ら9月 まで 、⑨2003年8月 か

ら9月 まで 、 そ して⑩2004年7月 か ら8月 までで あ る。 予備 調 査 は① と② で、 本 調査 は③

で 、 そ して補 足 的 調査 は④ ⑤ ⑥⑦ ⑧ ⑨ ⑩ で行 な った。

本調 査 は、 もっ と はや い 時期 に行 な うつ も りで い た。 遅 くと も1984年 末 まで に イ ン ドに

入 り、 す ぐにフ ィー ル ドワー クを開始 す るつ も りで い た。 とこ ろが 、肝 心 の イ ン ド政府 の

調 査 許 可が なか なか お りず 、 や きも き しなが ら 日本 の正 月 を3回 も過 ごす こ とに な って し

まった 。 しか し、 そ の おか げ で予 備調 査 を2度 も行 な うこ とが で きた し、2度 目の 予備調

査 で は、短 期 間 なが らバ ング ラデ シ ュに も旅行 で きた と思 って い る。

1987年2月 、 や っ とイ ン ド政府 の調査 許 可 がお りた 。 イ ン ドで の わた しの身分 は、 シ カ

ゴ大 学 に本部 事務 局 をお くAIIS(AmericanInstituteofIndianStudies)の 、在 イ ン ド特

別研 究 員 だ った 。 イ ン ド側 の受 け入 れ 機 関 は カル カ ッタ大 学 で 、 そ こで の わ た しの身 分 は、

南 お よび東 南 ア ジア研 究 セ ン ター(CentreforSouthandSoutheastAsianStudies,

CalcuttaUniversity)の 客 員研 究 員 だ った。

当初 、本格 的 な調査 に は、2年 間 の フ ィー ル ドワー ク を予 定 して いた 。 しか し、 イ ン ド

政 府 の調 査 許可 書 の 発給 が 遅 れ た こ と もあ っ て、 フ ィール ドワー ク を1年 半 に圧縮 し、 調

査 計 画 を全 面 的 に練 りなお した。圧 縮 した の は、 フ ィール ドワー クの初 期 の段 階 に処 理 し

な けれ ば な ら ない部 分 で、 これ に手 間取 る と調査 全 体 に影響 をお よぼす と思 っ た。す な わ

ち、(1)わ た し自身の ベ ンガル社 会 へ の定 着 をいか に手 際 よ く行 うか 、(2)わ た しのベ ンガル

ll)バ ウル の ライ フ ヒス トリー につ い て は拙 稿[村 瀬1999、2000]を 参 照 。
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語会話能力 をいかに首尾 よ く向上 させ るか、そ して(3)リサーチ ・アシス タン トの トレーニ

ングをいかに効率的に行 な うかである。 これ らの課題のすみやか な処理 に、 フィール ド

ワークの成否がかかっていた。

フィール ドワー クの本拠 地 として、 ビルブム県 ボルプール市 に隣接す るシャ ンティニ

ケータンを選んだ。 ボルプールは、 コルカタ(カ ルカッタ)の 北西約140キ ロ、列車で約3

時間の距 離の地方都 市であ る。 シャンテ ィニケー タンは、詩人 タゴールが創 立 したヴィ

シュヴ ァ ・バ ーラティ大学の所在す る閑静 な町である。シャ ンティニケー タンをフィール

ドワー クの本拠地 とす ることは、83年 夏の予備調査 の ときか ら考 えていた。その理由は、

(1)ボルプール ・シャンティニケー タン地域 だけでな く、近隣の村 々にも多数のバ ウルが住

んでいること、(2)鉄道駅やバス ター ミナルに近 く交通の便が よいこと、(3)大学 町なので リ

サーチ ・ア シスタン トの確保が比較的容易 であ ること、(4)外国人にとって も住 みやすいこ

と、な どである。

そのシャンティニケー タンで、幸先 よ く借 り手を探 している家を見つけ、その 日の うち

に契約 をむす んで借 りた。正確 にい うと、大 きな屋 敷の離 れ家 を借 りた。 家主 はヒ ン

ドゥー教徒 で、一家 はこの屋敷の母屋 を別荘 として使用 していたので、不在の ことがおお

か った。 しか し、管理人 とその家族が、屋敷の とな りに住 んでいた。管理人はムスリムの

老紳士 で、近所の ヒン ドゥー教徒 か らも 「チ ャチャ(お じさん)」 とよばれて親 しまれて

いた。管理人の家族 はみん な親切 だった。屋敷 には専属の庭 師 もいた。屋敷 の手入れは、

すみずみ まで行 き届 いていた。屋敷 には 「プラバー ト・クシュ ン」 という、 ひび きのよい

名 前がつ いていた。 それ は、「夜明 けにさ く花」 とい う意味 で、 タゴールの詩 の一節か ら

引用 した とい う。屋敷 の名 にふ さわ し く、庭 にはいつ も花が さいていた。バ ウル相手 の

フィール ドワー クの本拠地 として、理想 的な環境だった。

ヴィシュ ヴァ ・バー ラテ ィ大学の 日本学科長は、山下幸一 さんだった。山下 さん とはじ

めて会 ったのは87年7月 上旬だったが、その2年 ほ ど前か ら、おたがいに名前だけは知っ

ていた。そ して、おたが いに会 いたい と思 っていたので、会 った とたんに意気投合 した。

山下 さんは、わた しのフ ィール ドワークに全面的協力 を申 し出て くれたので、 わた しは、

熱心 なベ ンガル語教師 と献身的な リサーチ ・アシス タン トをす ぐに紹介 してほ しい と、勝

手な注文を した。

わた しのベ ンガル語教 師は、 シュミタ ・バ ッタチ ャルヤ さんとい う美人で魅力 的なベ ン

ガル人女性 である。 シュ ミタさんは、山下 さんの同僚の まな弟子で、ヴ ィシュヴァ ・バ ー

ラティ大学大学院博十課程でベ ンガル文学 を専攻 していた。 レッス ンは、月曜か ら金曜ま

で、毎朝8時 か ら10時 まで、 シュ ミタさんの 自宅で行 われ た。 シュ ミタ さんの父上 は、

ヴィシュヴ ァ ・バー ラティ大学 の歴 史学担当の教授 で、 レッス ンのあ とのお茶 の時間には

しば しば同席 された。父上はわた しの研究に興味を示 され、 わた したちの会話 はいつ もは
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ず んだ。 こうして、わた しのベ ンガル語能力 はめ きめ き上達 し、2ヵ 月 目には 日常会話 に

何の不 自由 も感 じな くなった。3ヵ 月 目には新 聞が読め るようにな り、手紙 も書 けるよう

になった。

わた しの リサーチ ・ア シス タン トは、 モロイ ・ムケ ルジー君 とい うベ ンガル人青年であ

る。モロイ君 は、 山下 さんの学生 だった。彼 は、大学で化学 を専攻 し、卒業後、 ヴィシュ

ヴァ ・バ ーラティ大学 日本学科 で 日本語 の勉強 をは じめたばか りだった。モロイ君は、 日

本語 も英語 も上手で なかった。 しか しそのことは、 わた しのベ ンガル語の会話能力 を向上

させ るには好都合 だった。

わた しがベ ンガル語 を習っていた最初の3ヵ 月間、モ ロイ君 には毎 日午後1時 に来て も

らい、彼 を トレーニ ングした。わた しは、 イ ン ド政府の調査許可がお りてか らイ ン ド入 り

するまでのあいだに、 リサーチ ・アシス タン トの トレーニング ・プランを作 っていた。 そ

れは、 アメリカの大学の教育 システムをモデルに、わた しな りに改良 したもので、1週 間

単位 で トピックを選 び、15週 で アシスタン トを特訓す る とい う、かな りハー ドなプランで

あった。 わた しは、 イ リノイ大学人類 学部の学部学生用の テキス トを数冊持参 してい た。

わた しは、モロイ君 に リーデ ィング ・アサイメ ン トを与 え、 レクチ ャーを し、そのあ とク

イズを した り、 口頭 で説明 させた りした。わた しは、モロイ君が途中で挫折するのではな

いか と、何度 も心配 した。 しか し、彼 は実に よくがんばって、わたしの期待 にこたえて く

れた。 わた しは、3ヵ 月 とい う短期間で彼 を トレーニ ングするのに、 と りあ えず成功 した。

4ヵ 月 目か らは、モ ロイ君は フル タイムの リサーチ ・アシス タン トとして、 わた しと寝

食を共に して働 いて くれた。その間、 日本学科 の学生 としては休学 同然で、 山下 さんにも

モロイ君に も、す まない ことをした と思 っている。

シャ ンテ ィニケー タンに住み込んで しば らくする と、わた しの ことを風 のたよ りで知 っ

たバ ウルが、ち ょこち ょことわた しの家 に来 るようになった。83年 と85年 の予備調査 で顔

な じみになったバ ウルたちである。 わた したちは再会 をよろ こんだ。 こう して半年 もたた

ない うちに、わた しのバ ウルの人類学 的研究 のフィール ドワークは、フル回転 で動 きだ し

た。モ ロイ君のほか に、 インタビューのテープ起 こしをす るパー トタイムの リサ ーチ ・ア

シスタン トとして、 ヴィシュヴァ ・バーラテ ィ大学の学生 を3人 雇 った。

この ように、おお くの人びとの献身的な協力 のおかげで、 わた しの フィール ドワー クは

順調 にすすんだ。ひそかに期待 していたバ ウルのグルへの弟子入 りもはたせた。いずれ に

せ よ、恵 まれた研 究環境で、 フィール ドワークに専念で きた本調査の1年 半 は、人類学者

として、 この うえもない幸せ な 日々であった。

一般 に、文化人類学的 な調査 をすすめ る戦略 として、ふたつのちが った方法がある とい

われる[梅 悼1991:417-418]。 その第1は 「トラ ンセ ク ト法」 とよばれるもので、「ひ と

つの地域 を横 断 して、そのあいだの観察 をもとに、全体のイメージを把握す る」 とい う方
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法である。 これ によって、 さまざまな事例 をあつめて、全体像 を把握す ることができる し、

地理 的な変異 も観察す ることがで きる とい う。そ して、その第2は 「定点観測法」 とよば

れ るもので、 「現地 の一ケ所 に居 をか まえて、 じっ くりと腰 をおちつけて、 ながい時 間を

かけてその社会 を観察す る」 とい う方法である。 この方法は、季節 による生活のうつ りか

わ りや、社会構造の精密な観察 に適 しているとい う。

わた しの場合、予備調査は トランセク ト法 によっている。昼はバスや列車 を乗継いで移

動 し、夜 はホテルやロ ッジに泊 まった り、あるいは寺院やアー シュラムに泊めてもらった

りした。1987年 以降の調査 は、 シャンティニケー タンを本拠地 とし家 を借 りたので、定点

観測法の ようにみえるが、調査対象 のバ ウルを訪ねてずいぶん旅行 した。1ヵ 月の うち半

月はバ ウルの住む村 に出かけ、残 りの半月は本拠地で資料 を整理す るという生活であった。

したが って、長期間の文化人類学 的調査では定点観測法を採用す ることがおおいのであ る

が、 わた しの場合、 ほかの人類学者のや り方 とは、す こし様子がちが うようである。

1-5.ベ ンガル語のカタカナ表記

1-5-1.は じめに

ベ ンガル文字はベ ンガル語特有の音声 をあ らわすのに適 してい る。 ただベ ンガル語の長

い歴 史を反映 して、現在 、文字 と発音 に一部ずれが生 じてい る[町 田 ・丹羽1990:ll]

したが って、 日本語で表記 できないベ ンガル語の用語 は、ベ ンガル文字 に発音記号 を併せ

て表記すれば、文字 と発音のずれ も示 すことがで きる。 しか しこれは、ベ ンガル地域が専

門の研究者 のみを対象 とした研究論文であれば理想 的であ るが、 あ ま り現実的で はない。

その種 の文字や記号 に慣れていない専 門外の読者を も対象 にするな らば、外国語 はカタカ

ナ表記に したほ うが親切である。 しか し、カタカナ表記だけでは、ベ ンガル地域専 門の研

究者だけでな く、文化人類学や言語学専門の研 究者や学生 にとっても不十分な資料 となっ

て しまう。

そ こで本報告では、本文中にベ ンガル文字や発音記号を使用す ることをで きるだけ避 け、

外国語 の語彙 をカタカナで表記するこ とに した。そ して、一連の もの となる本報告 の最後

に 「ベ ンガル語彙解説」 をもうけ、そ こに本文中にでて くる現地語の発音 を記号で示す こ

とに した。

現地語 をカタカナ表記す る場合、 日本語にはない音 をどの ように書 きあ らわすか とい う

問題 に直面す る。ベ ンガル語 には中間母音があるし、日本語 にはない子音(そ り舌音 な ど)

や 日本語では区別 していない子音(無 気音 と有気音 な ど)も あるので、一応の取 り決めご

とを明記 してお く必要がある。

社会人類学者 の宮本は、「ハヌ ノオ ・マ ンヤ ン族』 と題 したエスノグ ラフィーのなかで、

マ ンヤ ン語 をカタカナ表記する場合、 「で きるだけマ ンヤ ン語の発音 に忠実 であること」、
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「日本人の一般読者 にとって発音銘記 ともに容易であるこ と」 とい う二大原則 をあげてい

る[宮 本1986:18-19]。 本報告では 「マ ンヤ ン語」 を 「ベ ンガル語」 にお きか えて、宮

本の二大原則 を踏襲する。宮本にな らって、 この原則か ら大 きくはみで ないか ぎり、厳 し

い ことはいわない ことにしよう。

以下の取 り決め ごとに関 して、『エキスプレス ベ ンガル語』 の 「文字 と発音」[町 田 ・

丹羽1990:11-27]を 参考 にした。

[]内 は発音記号、「 」 内は参考 にす る日本語の発音 とカタカナ表記である。

1-5-2.母 音

ベ ン ガ ル語 に は7つ の 母 音 が あ る。 そ れ らは[a][i][u][e][o][お][っ]で あ る。

これ らの う ち[a][i][u][e][o]は 、 カ タ カ ナ で は そ れ ぞ れ 「ア」 「イ」 「ウ」 「エ」

「オ」 と表記 す る。

中間 母音[ae]は 、 「ア」 と 「エ 」 の 中 間の 音 で あ る。 「ア」 を発 音 す る要領 で大 き く口

を開 け、 「エ 」 と発 音 す る。 日本 人 には 「エ」 に近 く聞 こ え るの で 、 カ タ カナ で は 「エ 」

と表 記 す る。

中 間母 音[D]は 、 「ア」 と 「オ」 の 中 間 の音 で あ る。 「ア」 を発 音 す る要領 で大 き く口

を開 け 、 「オ」 と発 音 す る。 日本 人 に は 「オ」 に近 く聞 こ え るの で 、 カ タ カナ で は 「オ」

と表記 す る。

1-5-3.鼻 母 音

各 母 音 に対応 す る鼻 母 音[a][1][司[en][6][a∋ri][っi]は 、 カ タ カナ で は そ れぞ

れ 「ア ン」 「イ ン」 「ウ ン」 「エ ン」 「オ ン」 「エ ン」 「オ ン」 と表 記 す る。

1-5-4.長 母音 と短母音

ベ ンガル語では母音 の長短 は、文字では区別 されてい るが、発音 に際 してはあ ま り重要

ではない。一般的には、1音 節語の母音は長めに、2音 節以上の語の母音は短かめに発音

される。長 めに発音 される場合 は、 カタカナ表記では長音符号 「一」 で示す。

1-5-5.子 音

ベ ンガル文字 を含 むイン ド系文字 の子音字の配列順序は、口の奥か ら唇 に向か う各子音

(破裂音、破擦音)の 調音点 のず れに沿 ってい る。 同 じ調音 点の破 裂音、破擦 音の各 グ

ループは5つ の音(無 声 ・無気音、無声 ・有気音、有声 ・無気音、有声 ・有気音、鼻子音)

か ら構成 され る。
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1-5-6.無 声音 と有声音

この区別 は、発音の際、の ど仏の くぼみ に指 をあてる と確認で きる。声帯の振動 を感 じ

ない音 が無声音、感 じる音が有声音である。 日本語の 「カ」 と 「ガ」、「パ」 と 「バ」の子

音 は、それぞれ無声音 と有声音 であ る。

1-5-7.無 気音 と有気音

この区別は 日本人には苦手 である。発音で きないか らではな く、 日常発音 してい るのに

耳で も文字で も区別 していないか らである。無気音 と有気音の区別 は、薄い細長い紙の先

端 を口先2～3セ ンチに垂 らして発音する と確認 で きる。呼気 が弱 くあ まり紙が揺れない

場合 は無気音 である。呼気が強 く紙が揺れれば有気音である。

有気音の記号 を[h]で 表すが、 カ タカナ表記で は無気音 と有気音の区別は無視す る。

1-5-8.鼻 子音

ベ ンガル語の発音 と文字の うえで は、各調音点 ごとに計5種 類の鼻子音が区別 されてい

る。 しか し実用上 は語中の 「ン」 と同 じ要領で発音 されるので、それぞれの鼻子音 は記号

で表すが、 カタカナ表記では 「ン」 に統一する。

1-5-9.軟 口蓋 破 裂音 の グル ー プ[k][kh][g][gh]

後 舌 を軟 口蓋 につ け、 呼気 を一 瞬 閉鎖 して破 裂 させ る音 であ る。

[k]は 無声 ・無 気 音 、[khコ は無 声 ・有気 音 で あ る。[k][kh]に 、 母音[a][i][u]

[e][o][記][D]が と もな え ば 、 カ タ カナで は 「カ」 「キ」 「ク」 「ケ」 「コ」 「ケ」 「コ」

と表記 す る。

[g]は 有 声 ・無 気 音 、[gh]は 有声 ・有 気 音 で あ る。[g][gh]に 、母 音[a][i][u]

[e][o][ae][っ]が と もな え ば、 カ タカナ で は 「ガ」 「ギ」 「グ」 「ゲ 」 「ゴ」 「ゲ」 「ゴ」

と表 記 す る。

[η]は 、 「タ ンカ」 や 「マ ンガ」 な ど、 直後 に この グ ル ー プの 子 音 が くる場 合 の鼻 子

音 であ る。 カ タカ ナで は 「ン」 と表記 す る。

1-5-10.硬 口蓋破 擦 音 の グル ー プ[c][chコ[j][jh]

前 舌 を上 歯茎 近 くの硬 口蓋 につ け、 呼気 を一 瞬 閉鎖 しその狭 い隙 間 か ら擦 っ て出す 音 で

あ る。

[c]は 無 声 ・無 気 音 、[ch]は 無 声 ・有 気音 で あ る。[c][ch]に 、 母 音[a][i][u]

[e][o][お][o]が と もな え ば 、 カ タカ ナ で は 「チ ャ」 「チ 」 「チ ュ」 「チ ェ」 「チ ョ」

「チ ェ」 「チ ョ」 と表 記 す る。
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[j]は 有声 ・無 気音 、[jh]は 有 声 ・有 気 音 で あ る。[j][jhコ に、母音[a][i][u][e]

[o][紀][っ]が ともな え ば、 カ タ カナ で は 「ジ ャ」 「ジ」 「ジ ュ」 「ジ ェ」 「ジ ョ」 「ジ ェ」

「ジ ョ」 と表記 す る。

[司 は 、 「ヤ ンチ ャ」 や 「ニ ンジ ャ」 な ど、 直 後 に この グ ル ー プ の子 音 が くる場 合 の

鼻子 音 で あ る。 カ タカナ で は 「ン」 と表記 す る。

1-5-11.歯 音破 裂 音 の グルー プ[t][th][d][dh]

舌 の前 部 を上 の 前 歯 の裏 に押 しつ け、 呼気 を一 瞬 閉鎖 し破 裂 させ る音 で あ る。[ta]や

[da]は 、 日本 語 の 「タ」 や 「ダ」 の舌 先 を もっ と前 にず らして発 音 す る。

[tユ は 無声 ・無気 音 、[th]は 無 声 ・有 気 音 で あ る。[t][th]に 、 母 音[a][i][u]

[e][o][ae][っ]が と も な え ば、 カ タ カ ナ で は 「タ」 「テ ィ」 「トゥ」 「テ 」 「ト」 「テ」

「ト」 と表 記す る。

[d]は 有 声 ・無気 音 、[dh]は 有声 ・有 気 音 で あ る。[d][dh]に 、 母音[a][i][u]

[e][o][記][っ]が と もな え ば、 カ タ カナ で は 「ダ」 「デ ィ」 「ドゥ」 「デ 」 「ド」 「デ」

「ド」 と表 記 す る。

[n]は 、 「サ ン タ」 や 「カ ンダ」 な ど、 直 後 に この グル ー プの 子 音 が くる場 合 の 鼻子

音 で あ る 。 カ タ カ ナ で は 「ン」 と表 記 す る。[n]に 、 母 音[a][i][u][e][o][ae]

[っ]が ともな えば、 「ナ」 「二」 「ヌ」 「ネ」 「ノ」 「ネ」 「ノ」 と表 記 す る。

1-5-12.そ り舌破 裂 音 の グ ルー プ[t][th][d][4h]

日本 語 に は ない音 で あ る。 そ り舌 に した舌 の先 端 を歯 茎 に近 い硬 口蓋 につ け、 呼 気 を一

瞬 閉鎖 し破 裂 させ る音 で あ る。[ta]や[da]は 、 日本 語 の 「タ」 や 「ダ」 の舌 の前 部 を

意 識 的 に後 ろ にず らか、 そ らす か して発音 す る。

[t]は 無 声 ・無 気 音 、[th]は 無 声 ・有 気 音 で あ る。[t][th]に 、 母 音[a][i][u]

[e][o][お][o]が と もな えば 、 カ タカナ で は傍 点 の つ い た 「タ」 「テ ィ」 「トゥ」 「テ」

「ト」 「テ」 「ト」 と表記 す る。

[d]は 有 声 ・無 気 音 、[dh]は 有声 ・有 気 音 で あ る。[4][dh]に 、母 音[a][i][u]

[e][oユ[記][っ]が と もなえ ば、 カ タ カナ で は傍 点 のつ い た 「ダ」 「デ ィ」 「ドゥ」 「デ」

「ド」 「デ」 「ド」 と表 記す る。

[n]は 、 直 後 に この グ ル ー プ の子 音 が くる場合 の鼻 子 音 で あ る。 カ タカ ナ で は 「ン」

と表 記 す る。

1-5-13.そ り舌 反転 者[℃][℃h]

日本 語 には な い音 で あ る。 反 り舌 音[d]を 発 音 す る よ うに舌 の前 部 を硬 口蓋 に近づ け
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た あ と、舌 先 を上 前 歯 の先 に 向 けて放 す。[℃a]は 、 日本 語 の 「タ」 と 「ラ」 の 中間 の音

に聞 こえ る。

[℃]は 無気 音 、[℃h]は 有 気音 であ る。[℃][℃h]に 、母 音[a][i][u][e][o][記]

[っ]が と もな え ば、 カ タカ ナ で は傍 点 のつ い た 「ラ」 「リ」 「ル」 「レ」 「ロ」 「レ」 「ロ」

と表記 す る。

1-5-14.両 唇破 裂 音 の グ ルー プ[pコ[ph][b][bh]

上 下 の唇 で呼気 を一 瞬 閉鎖 し破 裂 させ る音 で あ る。

[p]は 無 声 ・無 気 音 、[ph]は 無声 ・有 気 音 で あ る。[p][ph]に 、 母 音[a][i][u]

[e][o][お][っ]が と もな え ば、 カ タカ ナで は 「パ 」 「ピ」 「プ」 「ぺ 」 「ポ」 「ぺ」 「ポ」

と表 記 す る。

[b]は 有 声 ・無 気 音 、[bh]は 有 声 ・有 気 音 で あ る。[b][bh]に 、 母音[a][i][u]

[e][o][お][っ]が と もな え ば、 カ タ カナ で は 「バ 」 「ビ」 「ブ」 「べ 」 「ボ」 「べ 」 「ボ」

と表 記 す る。

[m]は 、 「サ ンボ」 や 「タ ンボ」 な ど、 直 後 に この グル ー プの子 音 が くる場合 の鼻 子

音 で あ る。 カ タ カナ で は 「ン」 と表 記 す る。[m]に 、 母 音[a][i][u][eユ[o][調

[っ]が と もな えば 「マ 」 「ミ」 「ム」 「メ」 「モ」 「メ」 「モ 」 と表記 す る。

1-5-15.[r]と[1]の 区別

[r]と[1]の 区 別 は 日本 人 に は苦 手 で あ る。 日本 語 で は 発音 で も、耳 で も、 文字 で も

区 別 して い な い か らで あ る 。 そ れ ぞ れ の音 は発 音 記 号 で 示 す が 、 母 音[a][i][u][e]

[o][ae][っ]が と もなえ ば、 カ タカ ナ で は 「ラ」 「リ」 「ル」 「レ」 「ロ」 「レ」 「ロ」 と表

記す る。

1-5-16.摩 擦 音 の グル ー プ[∫][h]

ベ ン ガル語 の3種 の子 音 字 、 す な わ ち 「タル ポ ・シ ョ」(口 蓋 音 の シ ョ)と 「ム ル ドン

ノ ・シ ョ」(そ り舌 音 の シ ョ)と 「ドン ト ・シ ョ」(歯 音 の シ ョ)の 表す子 音 は、 いず れ も

[∫ 〕 で あ る。[∫]に 、 母 音[a][i][uコ[e][o][副[っ]が と もなえ ば、 カ タカナ で

は 「シャ」 「シ」 「シュ」 「シェ」 「シ ョ」 「シェ」 「シ ョ」 と表 記 す る。

[h]に 、母 音[a][i][u][e][o][記][司 が と もな え ば、 カ タカ ナで は 「ハ」 「ヒ」

「フ」 「へ」 「ホ」 「へ」 「ホ」 と表記 す る。

1-5-17.[∫]が[s]と 発 音 され る場合(そ の1)

[∫]は 、 強 制 的 に子 音 の み の発 音 とな る結合 文 字 の場 合 、 直後 に[t][th][kh][n]
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[r][1]が く る と[s]に な る 。

1-5-18.[∫]が[s]と 発音 され る場 合(そ の2)

[∫]は 、 語頭 で母 音[a]を ともな い、 直後 に[d][dh]が くる と、 しば しば[s]に

聞 こ え る。 た と えば、 本研 究 と関連 の ふ か い 「サ ドナ」 「サ ドゥー」 「サ ドク」 「サ デ ィカ」

な どが そ うで あ る。

1-5-19.サ ンス ク リ ッ ト起 源 の語 の カ タカナ 表記

サ ンス ク リ ッ ト起 源 の語 で、 カ タ カナ表 記 が定 着 してい る語 につ い て は、 原 則 と して慣

例 に従 う。 た とえ ば、 「ダル マ」(dharma)や 「ア ル タ」(artha)や 「カー マ 」(kama)

や 「マ ン トラ」(mantra)な どで あ る。

サ ンス ク リ ッ ト起 源 の語 で、 ベ ンガ ル語 の発 音 に した が っ て カ タカ ナ表 記 す る場 合 は 、

定 着 して い る表 記 が あ れ ば、 初 出時 に そ れ もあ わせ て 記 す 。 た とえ ば、 「ドル モ 」 に は

「ダル マ」 を、 「オ ル ト」 に は 「ア ル タ」 を、 「カ ー ム」 には 「カー マ 」 を・ 「モ ン トロ」

には 「マ ン トラ」 を、 そ れ ぞれ併 記 す る。
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